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いきいき健康セミナー 

講 師 陣 

第 1 部 17：30～18：10 

看護師    清水富士子  

腸ってなぜ大事なの？？ 

鎌ケ谷市議会議員   松沢たけひと 

鎌ケ谷の現状と課題について 

第 2部  18：20～19：00 

医  師        市川 壮一郎 

あなたの生活習慣大丈夫ですか 高血圧編 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 議案第 13号 鎌ケ谷市一般会計補正予算 

 子育て世代への臨時特別給付金に要する経費 

7億 7985万円 

国が閣議決定したこども 1人あたり 10万円相当

の給付のうち、5 万円分の現金を年内に支給する

もの。 

世帯数 10,496世帯  児童数 15,500人 

 

 

共働きの場合は夫婦の合算ではなく、原則年収が多

い方で判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

 

扶養親族等の数 年間収入 扶養親族等の数 年間収入

0人 833.3万円 2人 917.8万円

1人 875.6万円 3人 960万円

◆ 議案第8号 鎌ケ谷市一般会計補正予算 

公園維持管理に要する経費    3206万円 

財源内訳         一般財源 2206万円 

 森林環境譲与税基金繰入金  1000万円 

 

森林病害虫の影響により、 

ナラ類やシイ類の樹木に 

枯れ木等の被害が貝柄山 

公園にて確認された。その 

後、市内にてナラ枯れの 

発生が確認されたため、 

伐採や消毒等の対策を 

講ずるため計上。 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルスの収束傾向を踏まえ、市政座談会を開催する運びとなりました。にいたし 

さらに顔と顔が見える活動をモットーに活動してまいります。 

ご意見・ご提案等ございましたら、電話 FAX、ハガキ、インスタグラム、Facebook 

からのメッセージにて、皆さんの声を聴かせてください。 

まちづくりの参考にさせていただきます。 

鎌ケ谷市議会 輝け かまがや  代表 松沢たけひと 

事務所 鎌ケ谷市東中沢 2-19-88 TEL/FAX 047-445-5260 

 

 

松沢たけひと プロフィール 
 
昭和 50年 鎌ケ谷市で誕生 

昭和57年 みちる幼稚園卒園 

昭和 63年 中部小学校卒業 

平成 3年  第四中学校卒業 

平成6年  白井高等学校卒業 

平成 10年 中央学院大学法学部卒業 

平成 19年 鎌ケ谷市議会議員 初当選 

       以降 4期目連続当選 

令和 元年 明治大学公共政策大学院修了

(公共政策修士) 

 

 

趣味 野球観戦 バドミントン 茶の湯 飲食店巡

り 

 

インスタグラム  Facebook 

プラス 市政座談会 

 

鎌ケ谷中央公民館(きらり市民会館)集会室 

 

 

 

 

入場料・申込不要

途中入退場可能

徹底した感染予防

に努めます

日  時 

          会  場   定員 50名 

医療法人社団佑和会  いちかわクリニック理事長 

千葉大学医学部卒業、 船橋市立医療センター心

臓血管センター循環器内科副部長等を経て、 船橋

駅北口にて内科・循環器内科・糖尿病内科のクリニ

ックを開院   日本予防医療推進協会理事長 

 

 

松沢の視点 

残り 5万円クーポン事業の場合、印刷費、郵送費、

使用可能店舗の設定等、タイトなスケジュールの

中、経費と時間がかかると想定される。支給方法に

ついては再検討すべきである。 

 

 

 

 

せん入木の根元には、

木 屑や糞の混合物が

堆積(出典 林野庁) 

自己所有の樹木にナラ枯れの被害があった場合、 

所有者の責任で行っていただく必要があります。

しかし、伐採等の処理は個人では難しいと思われ

ますので、その場合は専門の造園業者等に相談す

ることをおすすめします。 

 

 

12月18日 (土)
17:30～19:00

鎌ケ谷市民を健康に！ 

日本では医療の高度化等により平均寿命が延び

た一方で、医療の高額化も顕著に表れています。 

市民一人ひとりが健康づくりや食生活などの健

康的な生活習慣を確立することで、医療に対して

の自己負担だけでなく、国や地方の財政への負担

も減らすことができるのではないでしょうか。 

医療従事者等と連携し、市民の健康と暮らしに

役立つ広場を創っていまいります。 


